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全国美術館会議機関誌

全美フォーラム

「箱根の自然と美術の共生」をめざして
―箱根・大涌谷の噴火警戒レベル上昇にともなうポーラ美術館の取り組み

ポーラ美術館　岩﨑余帆子

現代美術の修復に備える
―シンポジウム「過去の現在の未来　アーティスト ,学芸員 ,
研究者が考える現代美術の保存と修復」報告

国立国際美術館　小川絢子

美術館と次世代型照明システムについて
兵庫県立美術館　相澤邦彦

「同一性」をめぐる二つの展覧会と、
「出来事の記録」について
東京国立近代美術館　三輪健仁
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担保と公開は相克するのかあるいはコレクション情報は
誰のためのものなのか
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2
0
0
2
年
9
月
に
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
仙
石
原
に
開
館
し
た
ポ
ー
ラ
美
術
館
は
、
富
士
箱
根
伊

豆
国
立
公
園
内
の
小
塚
山
中
腹
に
位
置
し
て
い
る
。「
箱
根
の
自
然
と
美
術
の
共
生
」
と
い
う
美
術
館
設
立
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
建
築
は
、
5
層
の
構
造
で
あ
り
な
が
ら
も
周
囲
の
自
然
の
景
観
を
損
ね

な
い
よ
う
に
地
上
8
メ
ー
ト
ル
以
内
に
高
さ
を
抑
え
、
地
震
に
備
え
た
免
震
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
箱
根
に
は

火
山
も
あ
り
、
周
囲
に
は
自
然
度
の
高
い
森
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
山
性
ガ
ス
の
流
入
に
備
え
、
展

示
室
や
収
蔵
庫
の
空
調
に
は
化
学
吸
着
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
し
、
室
内
の
空
圧
を
上
げ
外
気
の
流
入
を
防
ぐ
と

い
っ
た
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
、
空
気
質
調
査
や
虫
害
・
菌
類
調
査
等
も
開
館
以
前
か
ら
継
続
し
、
つ
ね

に
来
館
者
の
安
全
と
展
示
作
品
お
よ
び
収
蔵
作
品
の
保
全
に
注
意
を
払
っ
て
き
た
。

昨
年
4
月
末
、
箱
根
の
大
涌
谷
の
火
山
活
動
が
活
発
化
し
、
火
山
性
地
震
の
増
加
や
温
泉
供
給
施
設
の
一

部
か
ら
蒸
気
が
多
量
に
噴
き
出
し
た
こ
と
を
受
け
、5
月
6
日
に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
1
（
平
常
）
か
ら
2
（
火

口
周
辺
規
制
、
4
4
0
―
5
3
0
m
の
楕
円
エ
リ
ア
）
へ
と
初
め
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
6
月
29
日

に
火
山
性
微
動
が
発
生
し
、
大
涌
谷
に
新
た
な
噴
気
孔
（
火
口
）
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
火
山
灰

等
の
堆
積
や
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
小
規
模
噴
火
が
発
生
し
た
と
判
断
さ
れ
、
6
月
30
日
に
レ
ベ
ル
3

（
入
山
規
制
、
想
定
火
口
域
か
ら
約
7
0
0
m
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

当
館
で
は
、
レ
ベ
ル
2
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
時
点
で
、
人
と
作
品
の
万
全
な
保
護
・
保
全
を
優
先
す
る
た
め
、

発
令
さ
れ
て
い
る
警
戒
レ
ベ
ル
よ
り
1
ラ
ン
ク
上
の
事
態
を
想
定
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
管

01
「
箱
根
の
自
然
と
美
術
の
共
生
」を
め
ざ
し
て

―
箱
根・大
涌
谷
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
上
昇
に
と
も
な
う
ポ
ー
ラ
美
術
館
の
取
り
組
み

岩
﨑
余
帆
子 Y

oko Iw
asaki

︵
ポ
ー
ラ
美
術
館
︶

理
部
を
中
心
に
火
山
活
動
の
活
発
化
に
備
え
た
独
自
の
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）の
策
定
に
入
っ
た
。
ま
ず
は
、

箱
根
町
の
防
災
課
、
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究
所
、
周
囲
の
美
術
博
物
館
や
観
光
施
設
と
情
報
交
換
を
行
い
、

状
況
把
握
と
災
害
対
策
の
情
報
収
集
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
、
開
館
中
に
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
来
館
者
の

避
難
誘
導
経
路
の
確
認
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
毛
布
、
非
常
食
等
の
備
蓄
品
の
見
直
し
と
確
保
、
従
業
員
の
出
勤
体

制
の
策
定
を
行
い
、
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
リ
ス
ク
を
想
定
し
て
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
当
館
で

は
開
館
以
来
、
地
震
や
火
災
に
備
え
て
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
避
難
訓
練
を
行
っ
て
き
た
が
、
警
戒
レ
ベ
ル
上
昇

後
は
噴
火
を
想
定
し
た
訓
練
も
加
え
、
実
施
回
数
を
増
や
し
た
。
こ
れ
に
並
行
し
て
従
来
の
設
備
の
確
認
や
見

直
し
を
行
い
、
必
要
な
工
事
計
画
も
立
案
、
実
施
し
た
。
そ
の
他
、
火
山
活
動
の
状
況
や
当
館
の
運
営
状
況
等

に
関
す
る
情
報
の
編
集
や
、
館
内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
開
示
の
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
。

学
芸
部
で
は
、
開
催
中
の
企
画
展
の
継
続
の
可
否
と
次
回
企
画
展
の
企
画
内
容
変
更
、
借
用
作
品
の
返
却

作
業
、
当
館
収
蔵
品
の
保
全
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
昨
年
は
、
4
月
4
日
か
ら
9
月
27
日
ま
で
「
セ
ザ
ン

ヌ
―
近
代
絵
画
の
父
に
な
る
ま
で
」
展
を
開
催
し
て
お
り
、
6
月
30
日
の
時
点
で
国
内
美
術
館
お
よ
び
個
人
所

蔵
家
よ
り
セ
ザ
ン
ヌ
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
ら
の
貴
重
な
作
品
12
点
を
借
用
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
、
警
戒
レ
ベ

ル
上
昇
等
に
よ
る
交
通
規
制
や
輸
送
業
者
の
安
全
確
保
が
難
し
く
な
る
前
に
所
蔵
者
に
返
却
す
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
、
レ
ベ
ル
2
の
段
階
か
ら
作
品
返
却
の
検
討
を
始
め
、
レ
ベ
ル
3
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
機
に
す
べ

て
の
借
用
作
品
の
返
却
を
決
定
、
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
当
館
の
西
洋
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
印
象
派
や
20

世
紀
の
絵
画
を
追
加
展
示
し
、
当
館
収
蔵
の
セ
ザ
ン
ヌ
作
品
9
点
を
中
心
と
し
て
展
覧
会
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
た
。
展
示
作
品
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
営
業
・
広
報
担
当
と
連
携
し
周
知
に
努
め
た
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
展
を
楽

し
み
に
来
館
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ

展
の
後
の
10
月
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
た
企
画
展
「
ル
ソ
ー
、
フ
ジ
タ
、
写
真
家
ア
ジ
ェ
の
パ
リ
」
は
、
作
品
借

用
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
判
断
し
、
急
遽
、
西
洋
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
企
画
展
「
自
然
と
都
市
―
印

ポーラ美術館外観「セザンヌ―近代絵画の父になるまで」展会場入口
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象
派
か
ら
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
ま
で
」
に
内
容
を
変
更
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
厚
み
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う

ほ
か
は
な
い
。

収
蔵
品
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
一
番
判
断
が
難
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
当
館
に
は
、
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
・

ガ
ラ
ス
工
芸
・
東
洋
陶
磁
・
日
本
の
近
現
代
陶
磁
・
化
粧
道
具
等
の
多
岐
に
わ
た
る
収
蔵
品
が
あ
り
、
保
存
環

境
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、
膨
大
な
数
の
作
品
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
、
議
論
を
か
さ
ね
た
。
保

存
環
境
に
つ
い
て
は
、
竹
中
技
術
研
究
所
と
と
も
に
美
術
館
外
の
空
気
中
の
硫
化
水
素
ガ
ス
等
の
濃
度
を
調
査

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
ガ
ス
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
火
山
活
動
の
活
発
化
や
収
蔵
庫
の
空
調
が
停
止

し
た
場
合
に
備
え
、
外
気
の
流
入
を
遮
断
す
る
工
事
を
実
施
し
た
。
そ
の
他
、
空
調
の
吹
出
口
の
目
張
り
や
調

湿
材
の
購
入
、
遠
隔
操
作
で
収
蔵
庫
内
の
温
湿
度
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、

最
も
状
況
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
保
存
環
境
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
収
容
面
積
等
の
条
件
を
ク
リ
ア
す

る
遠
隔
地
の
倉
庫
を
探
し
て
、
作
品
の
重
要
度
や
技
法
・
素
材
等
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
段
階
的
に
輸
送
す
る
計
画
も
立
案
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
9
月
11
日
に
警
戒
レ
ベ
ル
は
3
か
ら
2
へ
、
11
月
20
日
に
は
2
か
ら
1
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
当
館
で
は
、
今
年
3
月
か
ら
は
企
画
展
「M

odern B
eauty

―
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画
と
化
粧
道
具
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
み
る
美
の
近
代
」
を
予
定
通
り
開
催
し
、昨
年
延
期
し
た
企
画
展
「
ル
ソ
ー
、フ
ジ
タ
、写
真
家
ア
ジ
ェ

の
パ
リ
」
も
9
月
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

昨
年
は
、
自
然
と
い
う
大
き
な
脅
威
に
対
峙
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と
戦
っ
た
1
年
だ
っ
た
。
入
館
者
も

大
き
く
減
少
し
、
団
体
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
相
次
い
だ
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
自
然
災
害
に
備
え
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
な
が
ら
館
が
一
体
と
な
っ
て
今
後
の
B
C
P
を
検
討
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
終
わ
り
で
は
な
く
始
ま
り
で
あ
る
と
認
識
し
、
継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
姿
勢
こ

そ
が
、
当
館
設
立
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
箱
根
の
自
然
と
美
術
の
共
生
」
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

02
現
代
美
術
の
修
復
に
備
え
る

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
過
去
の
現
在
の
未
来
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、学
芸
員
、

研
究
者
が
考
え
る
現
代
美
術
の
保
存
と
修
復
」報
告

小
川
絢
子 A

yako O
gaw

a

︵
国
立
国
際
美
術
館
︶

保
存
や
修
復
に
関
す
る
対
策
や
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
美
術
館
へ
の
現
代
美
術
の
収
蔵
数
が
増

え
続
け
る
中
、
平
成
27
年
12
月
5
日
、
国
立
国
際
美
術
館
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
過
去
の
現
在
の
未
来　
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
学
芸
員
、
研
究
者
が
考
え
る
現
代
美
術
の
保
存
と
修
復
」

1

が
開
催
さ
れ
た
。
日
々
頭
を
抱
え
な
が

ら
収
蔵
品
と
対
峙
し
て
い
る
が
、作
品
へ
の
理
解
な
く
し
て
適
切
な
保
存
や
修
復
は
な
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
望
ま
し
い
作
品
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
石
原
友
明
氏
（
京
都

市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
は
冒
頭
で
テ
オ
ド
ー
ル
・
W
・
ア
ド
ル
ノ
の
「
美
術
館
は
芸
術
作
品
の
墓
場

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
自
身
の
制
作
活
動
を
振
り
か
え
り
な
が
ら
、
作
品
の
〝
生
き
生
き
と
し
た
〞

状
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
の
死

後
再
現
さ
れ
た
ア
ト
リ
エ
展
示
を
例
に
挙
げ
、
作
品
が
〝
生
き
生
き
と
し
て
〞
い
る
か
ど
う
か
は
、
置
か
れ
る
場

と
し
て
の
ア
ト
リ
エ
や
美
術
館
、
展
示
に
関
わ
る
作
者
や
学
芸
員
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
関
係
性
の
中

で
決
ま
る
と
指
摘
し
た
。

植
松
由
佳
氏
（
国
立
国
際
美
術
館
主
任
研
究
員
）
は
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド・
メ
デ
ィ
ア

2

に
焦
点
を
当
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ー

ト
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
国
立
国
際
美
術
館
で
実
施
し
た
収
蔵
品
の
修
復
事
例
を
紹
介
し
た
。
修
復
の
た
め

に
は
作
品
お
よ
び
作
家
の
情
報
を
収
集
し
、
展
示
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
い

う
。
作
家
や
関
係
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
、
記
録
し
、
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
探
り
出
す
。
さ
ら
に
プ
ロ
グ
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ラ
ム
や
機
材
等
、
技
術
の
老
朽
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
作
家
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
将
来
を
見
据
え
た
方

針
づ
く
り
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
は
展
示
技
術
者
、
記
録
者
と
い
っ
た
、
他
分
野
の
人
々
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

金
井
直
氏
（
信
州
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）
は
、
作
品
の
理
解
や
解
釈
の
変
化
が
作
品
の
保
存
や
修
復
の
あ
り
方
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
例
と
し
て
、〝
貧
し
い
芸
術
〞
と
称
さ
れ
る
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ
の
作
家
と
そ
の
作
品
を
挙

げ
た
。〝
貧
し
さ
〞
の
表
現
と
そ
の
評
価
が
、
非
芸
術
的
な
素
材
を
提
示
す
る
こ
と
か
ら
、
素
材
が
経
年
す
る
プ

ロ
セ
ス
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
自
身
は
構
成
物
の
交
換
や
更
新
が
可
能
で
あ
る
と
意
思
表
示
し
て

い
る
場
合
で
も
、所
有
者
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
重
視
、保
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
作
品
の
展
示
に
も
影
響
し
、

そ
の
光
景
は
、〝
生
き
生
き
と
し
た
〞
様
子
を
失
っ
て
み
え
る
。
し
か
し
作
品
の
解
釈
が
時
と
と
も
に
変
化
す
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
作
家
の
手
を
離
れ
れ
ば
そ
の
判
断
は
所
有
者
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
後

も
美
術
館
で
起
こ
り
得
る
事
例
と
い
え
る
。

作
品
の
変
化
を
柔
軟
に
許
容
す
る
修
復
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
の
は
、
マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ
氏
（
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
美
術
学
部
研
究
員
）
で
あ
る
。
ル
イ
ツ
氏
は
バ
シ
ェ
兄
弟
の
音
響
彫
刻
に
つ
い
て
、
作
品
は
構
成

要
素
を
組
み
換
え
て
音
と
外
観
を
変
化
さ
せ
る
制
限
の
な
い
並
べ
替
え
が
可
能
で
、
ま
た
作
家
が
そ
れ
を
許
容

し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
鑑
賞
者
が
演
奏
で
き
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
作
品
を
屍
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の

修
復
と
活
用
は
、
作
家
の
意
図
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
大
限
尊
重
し
、
積
極
的
な
介
入
を
行
う
例
と
い
え
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
を
維
持
す
る
作
品
の
保
存
方
法
は
安
全
な
よ
う
に
見
え
る
が
、
作
品
の
〝
生
き
生
き
と

し
た
〞
あ
り
方
を
望
む
な
ら
ば
、
時
に
は
積
極
的
な
判
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
作
品
理
解
の
た
め
に

は
作
家
が
作
品
へ
込
め
た
意
図
の
確
認
が
重
要
だ
が
、
石
原
氏
は
、
美
術
館
側
は
客
観
的
な
立
場
か
ら
、
作
家

の
意
向
の
変
化
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
対
応
が
可
能
な
標
準
化
し
た
作
業
を
考
え
る
こ
と
が
良

い
と
提
案
し
た
。
植
松
氏
も
、
作
家
の
意
向
が
修
復
に
制
限
を
課
す
場
合
を
指
摘
し
、
美
術
館
が
最
終
判
断
に

責
任
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

作
品
の
展
示
と
同
様
か
そ
れ
以
上
に
、
修
復
で
は
作
品
へ
の
理
解
と
、
客
観
性
が
不
可
欠
と
な
る
。
現
代
美

術
に
お
い
て
は
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
複
雑
で
、
素
材
や
技
法
が
あ
ま
り
に
も
多
様
で
修
復
に
対
す
る
方
法
論
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、よ
り
慎
重
に
こ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
事
例
を
公
開
す
る
こ
と
や
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な
ど
、
他
館
と
の
協
力
や
連
携
は
必
須
で
あ
る
。
判
断
の
た
め
の
材
料
を
こ
つ
こ
つ
と
収

集
し
、
私
た
ち
は
ど
の
作
品
に
も
や
が
て
訪
れ
る
だ
ろ
う
修
復
の
た
め
に
、
備
え
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

 

1 
 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
文
化
庁
平
成
27
年
度
メ
デ
ィ
ア
芸
術
連
携
促
進
事
業　

タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト・
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
美
術
作
品
の
修
復
／
保
存
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
（
企

画
・
運
営
：
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
と
国
立
国
際
美
術
館
共
催
で
行
わ
れ
た
。
詳

細
な
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、『
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』第
2
号　
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行　
2
0
1
6
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

2 

タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド
・
メ
デ
ィ
ア
（T

im
e-based m

edia

）
と
は
、
表
現
様
式
に
時
間
軸
を
伴
う
、
映
像
、
音
響
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
た
作
品
を
指
す
。

一
般
の
店
舗
や
家
庭
用
の
照
明
に
L
E
D
が
使
わ
れ
始
め
て
、
ま
だ
10
年
も
経
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
今
日
で
は
L
E
D
を
使
う
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
私
た
ち
の
生
活
に

お
い
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

美
術
館
や
博
物
館
の
照
明
と
し
て
L
E
D
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
生
活
レ
ベ
ル
に
お
け
る
普

及
よ
り
さ
ら
に
後
に
な
る
が
、
最
近
で
は
館
の
新
設
や
大
規
模
改
修
に
伴
う
新
規
導
入
だ
け
で
な
く
、

従
来
型
照
明
か
ら
L
E
D
照
明
へ
の
切
り
替
え
の
み
を
行
う
事
例
も
増
え
て
い
る
。
美
術
館
・
博
物
館

03
美
術
館
と
次
世
代
型
照
明
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
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や
日
常
生
活
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、
国
内
的
に
L
E
D
照
明
が
急
激
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
は

さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
つ
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
発
事
故
に
よ
る
深

刻
な
電
力
不
足
と
、
そ
の
後
も
続
く
電
力
不
足
へ
の
懸
念
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

L
E
D
照
明
は
従
来
型
の
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
や
蛍
光
灯
に
比
べ
て
電
力
消
費
が
少
な
く
、
個
々
の
電

球
に
あ
た
る
部
分
の
寿
命
が
長
い
と
さ
れ
、
定
期
的
な
「
球
切
れ
」
に
よ
る
電
球
交
換
の
コ
ス
ト
も
抑

え
ら
れ
る
。
L
E
D
照
明
の
器
具
自
体
も
当
初
は
か
な
り
高
価
だ
っ
た
が
、
最
近
は
そ
の
普
及
に
伴
う

大
量
生
産
や
技
術
改
善
に
よ
っ
て
比
較
的
安
価
な
も
の
も
増
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
美
術
館
に
お
け
る

活
動
維
持
費
の
う
ち
、
照
明
を
含
む
電
気
代
が
占
め
る
割
合
は
か
な
り
大
き
く
、
昨
今
の
美
術
館
予

算
の
減
少
か
ら
み
れ
ば
、
積
極
的
な
L
E
D
化
に
よ
る
コ
ス
ト
抑
制
は
必
然
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

当
初
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
や
蛍
光
灯
の
拡
散
的
な
光
に
比
べ
て
、
L
E
D
の
発
す

る
や
や
青
白
く
直
線
的
で
、
あ
る
種
の
鋭
さ
を
感
じ
さ
せ
る
光
や
、
光
を
浴
び
る
対
象
物
の
見
え
方
や

色
味
の
変
化
（
演
色
性
の
低
さ
）
に
違
和
感
も
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
も
こ
れ
ら
は
技
術
的
に
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
本
質
的
な
光
の
波
長
の
違
い
は
お
そ
ら
く
是
正
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
は

ず
で
、普
段
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
L
E
D
の
光
を
見
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、私
た
ち
の「
眼
」

が
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。

最
近
の
L
E
D
照
明
は
照
度
の
加
減
だ
け
で
な
く
色
温
度
調
整
が
可
能
な
も
の
も
開
発
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
従
来
型
の
照
明
器
具
に
な
い
利
点
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
政
府
の
方
針
と
し
て
も
近

い
将
来
に
蛍
光
灯
の
生
産
や
輸
入
を
中
止
す
る
方
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
白
熱
電
球
は
基

本
的
に
国
内
で
の
生
産
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
実
質
的
に
こ
れ
ら
の
代
替
品
で
あ
る
L
E
D

照
明
の
技
術
や
仕
様
は
、
こ
れ
か
ら
も
間
違
い
な
く
進
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
L
E
D
の
次
の

世
代
と
も
い
わ
れ
て
い
る
「
有
機
E
L
照
明
（
O
L
E
D
）」
の
開
発
、
普
及
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

新
し
い
技
術
が
従
来
の
技
術
を
淘
汰
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
当
然
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
し
起
こ
る
は
ず
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ワ
ー
プ
ロ
の
た
ぐ
い
は
現
在
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
現
代
美
術
作
品
に
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
製

品
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
蛍
光
灯
が
入
手
で
き
な
く
な
る
と
例
え
ば
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン

の
作
品
は
ど
う
す
べ
き
か
な
ど
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
切
り
替
わ
り
に
際
し
て
代
替
機
器
を
ど
う
す
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
現
代
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
連
動
し
て
、
技
術
の
世
代
交
代
も
明
ら
か
に
加
速
し
て
い
る
。

長
く
使
わ
れ
て
き
た
技
術
は
、
成
熟
す
る
過
程
で
デ
ー
タ
が
出
尽
く
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
一
方
で
、

新
し
い
技
術
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
き
れ
な
い
未
知
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
だ
ろ
う
。
各
メ
ー
カ
ー
が
製
品
（
商
品
）
開
発
や
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
際
し
て
、
あ
え
て
一
旦

市
場
に
出
し
て
デ
ー
タ
を
と
る
手
法
に
も
、
そ
の
一
端
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
L
E
D
照
明
も

有
機
E
L
照
明
も
、
当
然
そ
の
よ
う
な
製
品
（
商
品
）
に
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
L
E
D
の
光
に
は
展
示
品
の
劣
化
要
因
と
な
る
紫
外
線
や
赤
外
線
が
含
ま
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
同
一
製
品
で
あ
っ
て
も

個
体
差
が
あ
る
こ
と
、
紫
色
励
起
光
源
が
用
い
ら
れ
て
い
る
L
E
D
の
光
の
波
長
に
は
、
紫
外
線
に
近

い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
L
E
D
を
含
め
て
、
同
じ
照
度
で

あ
っ
て
も
、
光
源
に
よ
っ
て
対
象
物
へ
与
え
る
損
傷
の
程
度
が
異
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

1

。

美
術
品
な
ど
の
展
示
品
に
対
し
て
は
、
L
E
D
照
明
は
ま
だ
使
わ
れ
始
め
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
L
E
D
照
明
は
白
熱
電
球
や
蛍
光
灯
、
そ
の
他
従
来
型
の
「
灯
り
」
と
は
全
く
異
な

る
原
理
で
光
を
発
し
て
お
り
、
美
術
品
を
含
め
た
そ
の
光
の
対
象
物
に
と
っ
て
も
は
じ
め
て
の
光
で
あ

る
。
L
E
D
の
発
す
る
光
そ
の
も
の
、
或
い
は
L
E
D
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
が
事
故
や
作
品
の
劣
化

に
つ
な
が
る
可
能
性
な
ど
、
上
記
の
指
摘
以
外
に
も
ま
だ
気
づ
か
れ
て
い
な
い
問
題
点
が
な
い
と
は
い
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「R
e: play 1972/2015 

| 「
映
像
表
現 

’72
」
展
、
再
演
」（
2
0
1
5
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）

「R
e: p

lay

」
展
が
、
ど
ん
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
か
を
説
明
す
る
の
は
、
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。

1
9
7
2
年
、16
名
の
造
形
作
家
が
参
加
し
、京
都
市
美
術
館
で
行
わ
れ
た
「
第
5
回
現
代
の
造
形
〈
映

像
表
現
’72
〉 

も
の
・
場
・
時
間
・
空
間
―E

quivalent C
inem

a

―
」
は
、
映
画
館
で
暗
闇
に
座
し
て

鑑
賞
す
る
「
劇
場
形
式
」
で
な
く
、
観
客
が
空
間
の
中
を
自
由
に
移
動
し
、
そ
こ
に
同
時
に
並
ん
だ

複
数
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
「
展
覧
会
形
式
」
に
お
い
て
、
映
像
の
可
能
性
を
提
示
し
た
先
駆
的
展
覧

会
で
あ
る
。「R

e: play

」
展
は
、
こ
の
「
映
像
表
現 

’72
」
展
を
、
43
年
ぶ
り
に
京
都
か
ら
東
京
へ
場

所
を
移
し
、
個
々
の
「
作
品
」
レ
ベ
ル
で
な
く
、
ま
る
ご
と
「
展
覧
会
」
レ
ベ
ル
で
「
再
演
」
し
よ
う

と
し
た
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、「
過
去
の
対
象
を
再
び
出
現
さ
せ
る
」（
と
い
う

こ
と
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
「
同
一
性
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡

単
で
は
な
い
。「
同
じ
」
が
困
難
な
の
は
、「
映
像
表
現
’72
」
展
が
「
映
像
」
と
い
う
技
術
を
用
い
て
お

り
、か
つ
各
作
品
が
ス
ク
リ
ー
ン
内
で
完
結
せ
ず
、機
材
や
空
間
、観
客
を
も
含
む
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
形
式
」
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
歳
月
の
経
過
に
よ
る
技
術
の
進
歩
は
、
逆
説
的
に
当
時

の
機
材
の
入
手
や
上
映
を
困
難
に
す
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
る
。
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ

04
「
同
一
性
」を
め
ぐ
る
二
つ
の
展
覧
会
と
、

「
出
来
事
の
記
録
」に
つ
い
て

三
輪
健
仁 K

enjin M
iw

a

︵
東
京
国
立
近
代
美
術
館
︶

い
き
れ
な
い
。
ま
た
製
品
と
し
て
新
品
の
状
態
と
、
長
年
使
用
し
た
状
態
で
も
差
が
生
じ
る
か
も
し
れ

ず
、
こ
の
点
も
ま
だ
使
わ
れ
始
め
て
間
も
な
く
、
比
較
的
長
寿
命
と
さ
れ
る
L
E
D
に
お
い
て
は
、
今

後
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

電
気
代
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑
制
の
た
め
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
環
境
負
荷
の
低
減
、

再
び
起
こ
り
う
る
電
力
不
足
へ
の
対
策
な
ど
、
美
術
館
に
お
け
る
照
明
の
L
E
D
化
は
、
利
便
性
だ
け

で
な
く
必
然
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
進
ん
で
い
る
も
の
と
い
え
る
。
最
近
美
術
館
を
訪
れ
る
と
と
き
ど
き

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
有
機
E
L
照
明
は
、
省
エ
ネ
効
果
に
加
え
て
発
色
の
良
さ
、「
点
発
光
」
で

は
な
く
「
面
発
光
」
で
あ
る
利
点
な
ど
が
魅
力
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
い
将
来
そ
の
有
機
E
L
照
明
を

凌
ぐ
技
術
も
現
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
新
し
い
技
術
に
は
予
測
が
難
し
く
把
握
し
き
れ

な
い
未
知
の
部
分
が
あ
り
う
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

1  Pacific N
orthw

est N
ational L

aboratory, U
.S. D

epartm
ent of E

nergy, G
etty C

onservation Institute. “
SSL

 A
doption by M

useum
s: Survey 

R
esults, A

nalysis, and recom
m

endations” 2014, 

石
崎
武
志
編
著
『
博
物
館
資
料
保
存
論
』
講
談
社
、
2
0
1
2
年
及
び
黄
川
田
翔
、
吉
田
直
人
、
古
田
嶋
智
子
、

佐
野
千
絵
「
美
術
館
・
博
物
館
照
明
に
よ
る
文
化
財
劣
化
の
評
価
方
法
に
関
す
る
研
究
│
積
算
照
度
と
有
効
放
射
露
較
量
│
」
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
36
回
大
会
要
旨
集
、

2
0
1
4
年

「Re: play 1972/2015─「映像表現 ʼ72」展、再演」
（2015年、東京国立近代美術館）会場風景
撮影 : 木奥惠三
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て
い
た
と
し
て
も
、
出
品
作
の
多
く
で
使
用
さ
れ
た
8
㎜
フ
ィ
ル
ム
は
、
そ
も
そ
も
ネ
ガ
が
存
在
し
な

い
た
め
容
易
に
複
製
で
き
な
い
（
貴
重
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
使
用
す
る
訳
に
は
当
然
い
か
な
い
）。
あ
る
い

は
、
残
さ
れ
た
記
録
写
真
か
ら
、
京
都
市
美
術
館
の
展
示
室
内
に
置
か
れ
た
各
作
品
の
位
置
や
機
構

や
什
器
を
可
能
な
限
り
正
確
に
割
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
「R

e: play

」
展
は
構
成
さ
れ
た
が
、
二
つ

の
会
場
は
柱
の
有
無
や
天
井
高
、
壁
・
床
材
の
種
類
な
ど
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
同
じ
場
と
は
な
り
え

な
い
。

こ
の
よ
う
な
困
難（
不
可
能
性
）に
お
い
て
、そ
こ
に
再
び
立
ち
上
が
る
の
は
、物
理
的
に「
同
じ
も
の
」

（
美
術
が
長
く
拠
り
所
と
し
て
い
る「
物
理
的
同
一
性（
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
）」）
で
は
あ
り
え
な
い
。「R

e: 
play

」
展
が
も
く
ろ
ん
だ
の
は
、「
展
覧
会
」
を
一
回
性
に
条
件
付
け
ら
れ
た
「
上
演
（play

）」
と
捉

え
、「
出
来
事
」、「
状
態
」、「
行
為
」（
い
ず
れ
も
物
理
的
に
保
存
さ
れ
得
な
い
一
過
性
の
も
の
で
、
ま
た
、

70
年
前
後
の
美
術
全
般
に
お
い
て
特
徴
的
な
要
素
で
あ
る
）
を
「
再
び
立
ち
上
げ
る
＝
再
演
す
る
」
こ

と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、「
展
覧
会
」
を
「
展
覧
会
」
と
し
て
再
演
す
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
よ
み
が
え
る
オ
オ
カ
ミ
―
飯
館
村
山
津
見
神
社
・
復
元
天
井
絵
展
」（
2
0
1
6
年
、
福
島
県
立
美
術
館
）

福
島
県
・
飯
舘
村
の
山
津
見
神
社
拝
殿
（
1
9
0
4
年
建
造
）
の
天
井
に
は
、
地
域
の
「
オ
オ
カ
ミ
信
仰
」

を
反
映
し
た
、
狼
を
描
い
た
2
4
2
枚
の
天
井
絵
が
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
全
村
避
難
後
の

2
0
1
3
年
、
こ
の
拝
殿
は
火
災
で
焼
失
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
和
歌
山
大
学
の
研
究
者
が
天
井
絵

を
撮
影
し
て
い
た
。
こ
の
写
真
を
も
と
に
、
東
京
藝
術
大
学
保
存
修
復
日
本
画
研
究
室
の
荒
井
経
氏

が
中
心
と
な
り
復
元
し
た
天
井
絵
を
お
披
露
目
す
る
の
が
、
こ
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
写
真
に
写
る
焼

失
前
の
天
井
絵
と
、
復
元
さ
れ
た
天
井
絵
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
れ
が
物
理
的
に
同
一
で
な
い
と
い

う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
図
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
レ
ベ
ル
で
も
、
必
ず
し
も
「
う
り
ふ
た
つ
」

で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
荒
井
氏
が
図
録
に
記
し
た
以
下
の
言
葉
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

「
今
回
、
1
0
0
年
後
に
継
承
す
る
た
め
に
描
く
オ
オ
カ
ミ
絵
は
複
製
で
は
な
く
、
新
た
な
原
本
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
再
現
模
写
の
手
法
は
適
当
で
な
い
。
そ
こ
で
考
え
得
た
の
が
『
臨
模
』

と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。﹇
中
略
﹈
寸
分
違
わ
ぬ
図
像
の
正
確
さ
が
重
視
さ
れ
る
再
現
模
写
よ
り
も
、

筆
遣
い
と
い
う
〝
行
為
〞
の
継
承
に
適
し
た
方
法
で
あ
る
」。
荒
井
氏
は
、
こ
れ
を
「
信
仰
の
中
で
オ

オ
カ
ミ
絵
を
描
く
〝
行
為
〞
を
文
化
と
し
て
継
承
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
」
と
も
記
し
て
い
る
（
こ
の

天
井
絵
は
、
将
来
的
に
、
再
建
さ
れ
た
拝
殿
に
設
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
）。

二
つ
の
展
覧
会
に
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
し
、
一
方
が
「
美
術
」
史
的
な
視
点
、
も
う
一
方
が

地
域
の
「
信
仰
」
と
い
う
視
点
に
基
づ
く
と
い
う
意
味
で
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
い
ず
れ
も
、参
照
す
べ
き
過
去
の
対
象
に
ど
こ
ま
で
も
迫
ろ
う
と
す
る
、す
ぐ
れ
て
専
門
的
な
「
技

術
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
記
録
」
の
試
み
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ら
は
、「
物
理
的
同
一
性
」
や

「
機
械
的
な
正
確
さ
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
恣
意
的
な
解
釈
（
悪
し
き
「
表
現
」
？
）
に

歪
め
ら
れ
た
「
正
し
い
」
記
録
で
は
な
い
も
の
、「
同
一
」
で
は
な
い
も
の
と
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
二
つ
の
展
覧
会
に
お
い
て
目
指
さ
れ
た
「
同
一
」
を
根
拠
付
け
て
い
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
「
再
演
」、「
臨
模
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
出
来
事
」

や
「
行
為
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
あ
ら
わ
に
な
る
の
は
、（
あ
ら
ゆ
る
）「
記
録
」
は
、
そ
も
そ
も
可
変

的
・
可
逆
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
現
在
時
に
お
い
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
機
能
す
る
可
能
性
を
有
し

た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
二
つ
の
展
覧
会
を
並
べ
て
み
る
こ
と
で
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
／
コ
ピ
ー
」、

「
表
現
／
記
録
」、「
作
品
／
資
料
」
と
い
っ
た
、「
再
現
」
や
「
複
製
」
と
い
っ
た
営
為
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
よ
り
広
い
文
脈
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

「第 5回 現代の造形〈映像表現 ʼ72〉 
もの、場、時間、空間─ Equivalent Cinema─」
（1972年、京都市美術館）会場風景
撮影 : 松本正司

「よみがえるオオカミ―飯館村山津見神社・復元天井絵展」
（2016年、福島県立美術館）
会場風景
福島県立美術館提供
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05
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
メ
タ
デ
ー
タ
に
お
け
る「
真
正
性
」の

担
保
と
公
開
は
相
克
す
る
の
か
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

情
報
は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か

水
谷
長
志 T

akeshi M
izutani

︵
東
京
国
立
近
代
美
術
館
︶

本
年
6
月
24
日
、
国
立
西
洋
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
、「
収
蔵
品
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
最
新
動

向
」
と
い
う
研
究
集
会
（
情
報
・
資
料
研
究
部
会
主
催
）
が
登
壇
者
、
部
会
関
係
者
を
含
み
百
人
を

集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
一
研
究
部
会
が
全
国
美
術
館
会
議
加
盟
会
員
、
賛
助
会
員
全
体
へ
呼
び
か
け
て

催
事
を
行
う
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
昨
年
度
来
の
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略
本
部
に
よ
る
「
知
的
財
産

推
進
計
画
2
0
1
5
」
を
踏
ま
え
た
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
に
関
す
る
関
係
省
庁
等
連
絡

会
及
び
実
務
者
協
議
会
」（
以
下
、
協
議
会
）
で
の
議
論
の
意
味
す
る
こ
と
の
大
き
さ
に
鑑
み
、
こ
の

協
議
会
の
構
成
員
で
あ
り
、
部
会
員
で
あ
る
筆
者
が
部
会
に
お
い
て
諮
り
、
越
智
部
会
長
な
ら
び
に

幹
事
、
部
会
員
の
合
意
を
経
て
、
開
催
に
至
っ
た
。
協
議
会
は
昨
年
度
3
回
開
催
さ
れ
、
今
年
3
月

に
中
間
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
本
年
度
も
継
続
し
て
お
り
、
研
究
集
会
で
の
登
壇
者
が
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
主
た
る
構
成
員
と
し
て
議
論
が
続
け
ら
れ
る
。研
究
集
会
で
の
登
壇
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り（
登

壇
順
・
敬
称
略
）。

・
永
山
裕
二
（
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官
）「『
知
的
財
産
推
進
計
画
2
0
1
6
』
に
つ
い
て
」

・
徳
原
直
子
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
電
子
情
報
企
画
課
課
長
補
佐
）「
国
の
分
野
横
断
型
統
合
ポ
ー
タ
ル
と
し
て

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
が
め
ざ
す
も
の
」

・
俵
幸
嗣
（
文
化
庁
著
作
権
課
著
作
物
流
通
推
進
室
長
）「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
推
進
と
著
作
権
法
の
新
た

な
動
向
」

・生
貝
直
人（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
客
員
准
教
授
／
情
報
通
信
総
合
研
究
所
研
究
員
）「E

uropeana

に
お
け
る
ア
グ
リ
ゲ
ー

タ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
」

・
高
野
明
彦
（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
と
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
の
連
携
が

意
味
す
る
と
こ
ろ
」

協
議
会
で
の
議
論
と
資
料
は
末
尾
に
挙
げ
た
知
財
本
部
の
サ
イ
ト
に
、
当
日
の
登
壇
者
に
よ
る
配

布
資
料
も
全
美
の
部
会
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

本
研
究
集
会
開
催
の
機
縁
は
、
協
議
会
で
の
議
論
が
日
本
の
文
化
資
源
全
般
の
発
信
力
向
上
に
関

わ
る
意
味
の
大
き
さ
、
と
り
わ
け
美
術
館・博
物
館
の
今
後
に
深
く
か
か
わ
る
諸
要
件
を
含
み
な
が
ら
、

な
か
な
か
現
場
に
伝
え
難
い
状
況
を
幾
分
な
り
と
も
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
協
議
会
の

意
味
の
大
き
さ
を
ま
ず
、
総
論
と
し
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
次
の
3
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

1 

協
議
会
の
発
意
が
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
で
あ
る
こ
と
。

2 

「
知
的
財
産
推
進
計
画
2
0
1
5
」
を
踏
ま
え
た
協
議
会
で
あ
る
こ
と
。

3 

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
が
日
本
の
分
野
横
断
型
統
合
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
。

平
成
21
年
度
以
降
、
総
務
省
・
文
科
省
・
経
産
省
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る

出
版
物
の
利
活
用
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
」、
総
務
省
の
「
知
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る

研
究
会
」、
国
立
国
会
図
書
館
の
「
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
議
論
が
、
こ
こ
に
来
て
知
財
計
画
に
落
と
し
こ
ま
れ
収
斂
し
、
個
別
省
庁
の
施
策
を
越
え
て
議

論
が
次
の
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
い
る
。
永
山
参
事
官
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
何
よ
り

も
内
閣
府
の
土
俵
に
立
法
府
で
あ
る
「
国
会
」
の
図
書
館
が
メ
イ
ン
ロ
ー
ル
を
担
っ
て
参
加
し
て
い
る

こ
と
に
明
白
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
加
え
て
、
特
に
美
術
館
の
立
場
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
議
論
は
、
以
下
の
3
点
を
慎

俵氏の講演に聞き入る参加者
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重
に
吟
味
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

4 

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
と
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
の
デ
ー
タ
連
携
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
。

5 
収
蔵
品
情
報
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

6 

全
体
の
動
向
に
文
化
庁
著
作
権
課
も
沿
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

国
立
国
会
図
書
館
が
日
本
の
分
野
横
断
型
統
合
ポ
ー
タ
ル
と
な
り
、
い
わ
ば
日
本
型
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー

ナ
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
な
ら
ば
、
個
々
の
美
術
館
は
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
と
り
わ
け
メ
タ
デ
ー

タ
を
い
っ
た
ん
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
場
に
「
束
ね
」
て
、
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
国
立

国
会
図
書
館
サ
ー
チ
へ
と
デ
ー
タ
が
渡
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ

な
り
ア
ー
カ
イ
ブ
な
り
と
肩
を
並
べ
て
併
存・連
携
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー

ナ
風
に
言
う
な
ら
ば
、
個
々
の
美
術
館
↓
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
アa

g
g
r
e
g
a
t
o
r

グ
リ
ゲ
ー
タ
（
束
ね
役
）

↓
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
い
う
構
造
化
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
著
作
権
に
お
い
て
も
、
著
作
物

等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
促
進
の
た
め
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
機
関
が
美
術
の
著
作
物
等
の
紹
介
等
の
た

め
、
そ
の
著
作
物
の
サ
ム
ネ
イ
ル
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
送
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ど
の

検
討
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

登
壇
者
の
発
表
か
ら
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
し
た
が
、
最
後
の
パ
ネ
ル
に
お
い
て
は
次
の
3
点

を
議
論
の
焦
点
と
し
た
が
、
予
想
通
り
、
第
一
の
議
論
で
ほ
ぼ
時
間
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

1 

美
術
館
・
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
に
つ
い
て
。

2 

日
本
に
お
け
る
「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
・
モ
デ
ル
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

3 

著
作
権
法
の
改
訂
に
伴
う
美
術
館
・
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
促
進
に
つ
い
て
。

予
想
通
り
と
書
い
た
の
は
、
本
研
究
部
会
が
主
幹
と
な
っ
て
昨
年
3
月
に
開
催
し
た
学
芸
員
研

修
会
「
美
術
館
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ど
の
よ
う
な
作
品
情
報
を
発
信
す
べ
き
か
？
／
学
芸
員
は
美
術

情
報
資
料
を
ど
こ
で
入
手
す
る
の
か
？
」
が
下
敷
き
に
あ
っ
た
か
ら
、
つ
ま
り
、
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
の
開
示
公
開
と
『
全
国
美
術
館
会
議
会
員
館
収
蔵
品
目
録
総
覧

2
0
1
4
』
の
作
成
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

紙
メ
デ
ィ
ア
で
あ
れ
ば
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
の
開
示
を
美
術
館
は
伝
統
的
!
に
行
っ
て
き
た
の
に
、
い

ざ
デ
ジ
タ
ル
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
と
な
る
と
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
ん
で
い
て

も
、鴨
木
幹
事
に
よ
る「
趣
旨
説
明
」（
研
修
会
報
告
書
の
7
頁
）
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
作
品
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
開
館
は
16
%
（
3
5
9
館
の
う
ち
57
館
・
2
0
1
3
年
時
）
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由

に
つ
い
て
の
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
は
、
概
ね
、
次
の
2
点
に
原
因
が
集
中
し
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
1
点
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
。
2
点
は
公
開
す
る
デ
ー
タ
の
「
真

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ

正
性
」
を
第
一
義
に
堅
持

す
る
こ
と
を
自
ら
に
課
す
、
専
門
職
業
上
の
倫
理
故
に
派
生
す
る
遅
延
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

情
報
・
資
料
研
究
部
会
は
部
会
の
活
動
歴
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
発
足
当
初
か
ら
美
術
館
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
公
開
を
メ
イ
ン
課
題
と
し
て
議
論
し
て
き
た
。

知
財
計
画
は
す
で
に
「
知
的
財
産
推
進
計
画
2
0
1
6
」
を
立
案
し
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ

に
お
け
る
収
集
メ
タ
デ
ー
タ
は
、
全
て
の
著
作
権
等
の
権
利
を
放
棄
し
、
自
由
な
二
次
利
用
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
コ
モ
ン
ズ
0
に
よ
っ
て
提
供
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
の
が

よ
い
、と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
「
い
ま
」、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
メ
タ
デ
ー
タ
に
お
け
る
「
真
正
性
」

の
担
保
と
公
開
は
な
お
相
克
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か
、

と
い
う
古
く
て
新
し
く
て
、
変
わ
ら
ぬ
議
論
を
や
は
り
当
分
繰
り
返
す
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

誌
面
の
都
合
も
あ
り
十
分
に
は
意
を
尽
く
せ
ぬ
ま
ま
の
報
告
と
な
っ
た
が
、
是
非
と
も
知
財
本
部
の

サ
イ
ト
と
全
美
の
部
会
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
登
壇
者
の
資
料
を
閲
読
い
た
だ
く
よ
う
に
期
待
し
て
終

わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/index.htm

l

http://w
w

w
.zenbi.jp/data_list.php?g=17&

d=93

パネルディスカッション
左から永山氏、徳原氏、俵氏、生貝氏、高野氏、司会（水谷）
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